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研究成果の概要（和文）： 本研究は、読み書き発達の背景にある認知的要因として形態素意識に着目し、小学
生の読み書き能力との関連を検討することを目的とした。通常学級に在籍する小学４、６年生計108名を対象と
し、読み書き能力と読み書きに関連する認知的要因を測定し、両者の関連性を分析した結果、(1)読みの流暢性
では4年生のみで形態素意識の有意な関与がみられ、(2)漢字の読み書きでは、4年生より6年生で形態素意識との
関連がより大きかったことから、形態素意識は学年が上がるに従い漢字の読み書きを規定する要因として役割が
増す可能性が示唆され、今後読み書きに困難さのある子どもへの指導方法開発に有用な知見となり得ることが示
された。

研究成果の概要（英文）： This study focused on morphological awareness (MA) as a cognitive factor 
underlying the development of reading and writing, and aimed to examine the relationship with 
literacy of elementary school students. A total of 108 elementary fourth and sixth grade students 
enrolled in regular classes participated in the study, and the cognitive factors related to reading 
and writing ability and literacy skills were measured, and the relationship between them was 
analyzed. Results showed that, (1) MA was significantly related to reading fluency only in 4th 
grade, (2) MA was more related to Kanji reading and writing in 6th grade than in 4th grade.  These 
findings can be useful for developing teaching methods for children who have difficulty in reading 
and writing.

研究分野： 特別支援教育

キーワード： 形態素意識　読み書き発達　認知的要因　音韻意識　小学生
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　読み書きの困難さや障害は、学業達成や日常生活において著しい不利益をもたらすことから、これまでに、音
を操作する力や記憶力など、読み書き発達の基礎となる要因に着目した指導方法が研究されてきた。この研究で
は、形態素（言葉の、意味をもつ最小単位で、例えば「母たち」は、「母」と「たち」の２つの形態素から成
る）を操作する力も読み書き能力と深い関係があることが明らかとなり、形態素を意識させる指導法の開発など
につながる重要な知見が得られたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 読み書きの障害は、学校での学習や日常生活において当事者に著しい不利益をもたらすため、
早期からの有効な介入が重要である。読み書き発達は多くの要因がダイナミックに関与して進
展するプロセスとされ（Parrila, 2008）、認知的要因は、読み書きの発達と困難さの理解と支援
へのアプローチの一つとして多くの研究がなされてきた。中でも音韻意識は多くの研究が重ね
られてきた要因であるが（Mody, 2003; 大石・斎藤, 1999）、近年形態素に対する認識（形態素
意識）の重要性へも注目がなされてきている。表意文字の漢字を多用する日本語の読み書きでは、
言葉が意味的な単位の集合であることへの認識である形態素意識に着目する意義が特に大きい
と考えられるが、日本語の読み書き研究ではこれまで形態素意識が取り上げられることがほと
んどなかった。このことから、子どもの読み書き発達と形態素意識との関連性を明らかにし、読
み書きの困難さをもつ子どもの指導法開発において有用な視点となり得るかを検討する本研究
を着想した。 
 
２．研究の目的 
形態素とは、言語において意味を持つ最小単位と定義され、例えば「子どもたちが走った。」

の一文は、「子ども」「たち」「が」「走」「った」の５つの形態素から成る。この形態素への気づ
きやそれを操作する能力を形態素意識といい（Carlisle, 1995）、近年主に英語圏や中国語圏で、
単語レベルの読みや読解の説明因子として独立した寄与をすることが示されている（Deacon ら, 
2014）。同様の検討は、日本語においてはほとんど報告がないものの、形態素知識と平仮名や漢
字の読み習得との間に関連性があるとの報告（小嶋（久原）ら、2003）や、形態素意識が小学１
年生のひらがなの読み書きの遂行を予測するとの報告がある( Muroya ら, 2015)。 
読みの獲得の背景にある認知的要因として、従来より音韻意識の重要性が指摘されているが、

その重要性は日本語においては英語圏のそれより相対的に小さいことが示されており（Wydel & 
Butterwort, 1999）、また読み獲得の初期において特に重要とされており、一方形態素意識は日
本語の読み書きにおいて、どのような年齢段階でどの程度役割を果たすのかは明らかではない。
表意文字である漢字を多用する日本語において、形態素意識が一定の役割を果たすことが明ら
かになれば、読み書きに困難のある子どもの指導方法においても、認知特性に応じた支援として
形態素意識に着目するなど、支援方法の基礎となる知見を得ることにもつながると考えられる。 
そこで本研究では、読み書き発達の背景にある認知的要因として形態素意識に着目し、日本語

を母国語とする学童期の子どもにおける読み書き能力と形態素意識との関連性について、（１）
異なる読み書き技能において、関連する複数の認知的要因の種類や関与の度合いといった様相
が異なるのか、（２）形態素意識が、特に漢字の読み書きを説明する要因として、子どもの学年
により関与の様相が異なるのか、を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）参加者：通常学級に在籍する小学 4 年生 60名（男児 32名、女児 28名、平均月齢 121.1）、
小学 6年生 48名（男児 21名、女児 27名、平均月齢 144.6）の合計 108名が本研究に参加した。
特別な教育的ニーズに基づく支援を受けている子どもは含まれなかった。 
（２）課題：読みの流暢性（漢字かな混じり文の音読に要した時間）、漢字読み（小学 2～6 年生
の学習漢字の読みの正確さ）、漢字書字（小学 2～6年生の学習漢字の書き取り）、音素削除（2～
3 モーラの単語および非単語からの音素の削除）、形態素意識１（単語の接辞を操作する単語類
推課題）、形態素意識２（複合語を分解し原型に戻す複合分解課題）、語彙（絵画語彙発達検査
PVT-R を利用した語彙能力）、の合計７課題を実施した。なお、形態素意識１の課題は、英語圏
で作成された Word Analogy 課題（Kirby, 2012）をもとに Inoueら(2017)が日本語で作成した単
語類推課題を改変して用い、形態素意識２の課題は、Liu and Mcbride-Chang(2010)などを参考
にし、筆者らで作成した複合語分解課題を用いた。 
（３）手続き：児童の在籍する小学校で、訓練を受けたテスター（大学生、短大生、大学教員）
が個別に対面方式で課題を実施し、得られたデータは SPSS24を用い統計分析を行った。 

参加者の本研究への参加は、本人及び保護者または小学校の管理職者への事前説明を行い承
諾が得られた者について依頼した。なお、本研究は常磐大学・常磐短期大学研究倫理委員会にお
ける審査で承認を得た（承認番号 100072）。 
 
４．研究成果 
（１）異なる読み書き技能における、関連する複数の認知的要因の種類や関与の度合い等、様相 

について（表 1）（図 1） 
 読み書き技能として文の読み流暢性、漢字の読み、漢字の書字の遂行成績を従属変数とし、読
み書きの背景的な認知要因として、語彙、音韻意識（音素削除）、形態素意識（単語類推、複合
語分解課題）の遂行を説明変数として、階層回帰分析を実施した。その結果、読み流暢性におい
て 4年生では、語彙能力が説明因として最も大きな寄与があることが認められたが、それに加え
形態素意識についても説明因として有意であった。一方 6年生では、形態素意識の寄与は有意性



が示されなかったことから、高学年の子ど
もでは、文を流暢に読む際に形態素を意
識・操作することより、多くのことばが本
人の語彙として定着しているかが決定的
な要因となっている可能性が示唆された。 

漢字の読みを従属変数とした分析にお
いては、4 年生ではその言葉を知っている
か（語彙）が漢字を正確に読めるかどうか
において重要であるが、6 年生では形態素
意識の寄与が高まっており、高学年になる
と使用することばの意味の抽象性や複雑
さが高まることなどにより、接辞など言葉
のより小さい単位を認識し、ボトムアップ
的に全体の意味理解をする必要が高まる
ことから、形態素意識の寄与がが大きくなることが考えられた。 
漢字の書字については、複数の階層回帰分析のモデルを検討した結果、書字において漢字の正

確な読みの要因の関与が非常に大きく、書くためにはまず読めることが前提である、と推定され
る結果が示されたが、先に示した通り、漢字の読みの説明因として形態素意識の役割が指摘され
ることを考えれば、形態素意識の重要性はさらに大きいものである可能性が考えられた。 
 以上より、読み書き技能によって、関連す
る認知的要因の種類や度合いの様相は異な
り、形態素意識は漢字の読み書き、特に書字
において 4 年生の時点から有意な説明因で
あり、学年が上がるとその重要性が増すと
の可能性が示唆された。また、従来より読み
との関わりが指摘されてきた音韻意識につ
いては、小学校中・高学年を対象とした今回
の検討ではほとんど意味のある関連性が認
められなかったことから、音韻意識は読み獲得の
初期の段階では重要であるが、読み書きの学習が進むにつれ、形態素意識の重要性が高まるとの
仮説が考えられた。 
（２）漢字の読み書きを説明する要因としての形態素意識の役割に、漢字の音読み・訓読みの要

素は関わるのか（表 2、表 3） 
形態素は、小学校中高学年の漢字の読み書きの習得において特に影響を及ぼし得る認知的要

因であることが明らかとなったが、今回漢字の読み書きの課題に使われた刺激を、その漢字の意
味に相当する日本語を当てたとされる訓読み漢字と、漢
字の中国語における発音に基づく読み方とされる音読み
漢字に分類した上で、漢字の読みおよび書字を従属変数
とする重回帰分析を実施した。 
その結果、漢字読みにおいては、4年生では音読み・訓

読みに関わらず、語彙能力と形態素意識に関する能力が
漢字読みの習得に影響を及ぼす結果であったが、6年生で
は訓読み漢字の読み成績には音韻処理能力も影響をおよ
ぼす要因として抽出され、熟語として用いられることの
多い音読み漢字では、高学年の抽象度の高い熟語を理解
するために形態素意識の役割が大きいのに対し、読みが
比較的具体的意味を明示する訓読み漢字では、読みの手
がかりの１つとして音韻情報を用いることによるのでは
ないかと考えた。 
また、漢字書字では音読み・訓読みに関わらず、また学

年を問わず形態素意識の標準偏回帰係数が有意であった
が、４年生の音読み漢字でのみ語彙の標準変化域係数が
有意であった。これは、書字においては学年が上がると、熟語の意味を知っているかより漢字一
字ごとの意味に着目するようストラテジーが変化する可能性が考えられた。 
（３）得られた成果の国内外における位置づけとインパ クト、および今後の展望 
 読み書きにおける形態素意識の役割への着眼は、主に英語圏や中国語圏で研究が進められて
きた。日本においてはこれまで、形態論として認知言語学の分野で検討がなされてきたものの、
教育や特別支援の文脈で読み能力の背景要因として論じられることはほとんどなかった。その
ため、日本語の読みとの関連を検討した本研究は、英語圏や中国語圏の研究者から興味を持たれ、
英語圏の研究協力者との議論だけでなく、国際学会での議論や論文引用も一定数確保された。国
内学会でも、学習障害（読み書き障害）の研究者や教育現場の指導者と有益な議論がなされた。 
本研究で得られた成果を先行研究と合わせ総合的に考察すれば、日本の子どもの読み書き発

達において形態素意識は、ひらがな単語や漢字の読み、流暢性、漢字書字など複数の側面で一定

図 1 読み流暢性の説明モデル（左：4 年生，右：6 年生） 



の役割を果たしていることが示され、研究開始時に指向した、読み書きに困難のある子どもの指
導法開発において、一定の意義のある結果が得られた。 
しかしながら、本研究は認知的要因の測定項目が少なく、複数の要因のダイナミックな関わり

を論じるのは難しい側面があり、学年ごとの結果を横断的に比較するにとどまった。今後，発達
的な縦断研究を重ねることで，読みのつまずきに対し、どのような支援をどの段階で行うかの指
針が得られると考えられる。また、認知的な検討と同時に，家庭環境や子どもの行動特性などそ
の他の多くの要因を含め，読み書きをよりダイナミックに捉える視点を忘れずに研究を進める
必要があるだろう。 
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